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又
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受
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。
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又
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燐
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忘
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近
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な
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し
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受
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と

植

え

た

に

際

し

て

差

降

、

軍

に

従

比

れ

一

一

、

関

係

市

町

長

祭

文

-

な

勢

で

ふ

え

て

ゆ

き

三

十

度

位

一

田

中

悌

長

男

俊

彦

ロ

通

常

苗

床

期

間

は

八

十

日

位

一

年

又

は

植

え

る

年

に

な

っ

て

兎

惜

し

く

も

戦

場

の

華

と

散

ら

れ

て

、

郡

市

遺

族

連

合

会

長

祭

文

一

に

な

る

と

、

一

匹

の

赤

痢

菌

が

一

二

宮

利

行

長

男

一

憲

の

長

期

に

豆

り

移

植

を

行

は

一

や

角

去

は

れ

て

も

造

林

補

助

金

た

御

芙

撃

を

お

な

ぐ

さ

め

す

る

一

一

、

県

会

議

長

市

会

議

長

祭

文

一

四

時

間

後

に

は

四

万

匹

に

な

っ

一

目

淵

勝

一

頼

三

女

米

子

な

い

か

ら

養

分

の

依

乏

を

来

一

は

一

切

賞

与

え

ま

せ

ん

か

ら

注

意

為

、

八

月

十

一

日

出

石

寺

中

主

催

一

一

、

来

賓

及

遺

族

代

表

焼

呑

一

て

い

る

。

人

間

に

と

っ

て

御

馳

一

横

道

弘

子

男

弘

さ
ざ
る
様
充
分
施
肥
し
て
置
一
し
確
実
な
計
蓄
を
樹
て
L
も
れ
一
我
々
が
毎
日
食
事
を
し
其
の
一
一
ラ
実
施
期
の
決
定
一
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
及
び
長
浜
一
一
、
郡
市
遺
族
連
合
会
長
謝
辞
一
走
で
あ
る
も
の
は
差
別
菌
に
色
一
菊
池
和
彦
二
女
あ
か
九

ハ
十
の
面
積
は
反
当
十
坪
l
一

的

品

開

斜

配

一

食

事

を

準

備

す

る

明

言

所

で

一

右

の

様

な

問

題

宣

く

協

議

一

州

諸

民

鉱

石

位

認

財

一

γ
門

河

川

わ

れ

ぷ

十

ド

一

っ

民

片

山

川

町

司

脚

立

製

鯖

間

同

時

一

一

一

十
五
坪
と
す
る
一
昭
和
三
十
年
九
月
十
日
よ
り
一
言
。
一
白
と
し
て
需
せ
ざ
一
し
て
家
族
全
体
が
協
力
し
て
改
一
霊
を
ま
な
る
深
山
出
石
芝
一
と
し
て
政
府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
一
も
の
で
な
い
限
り
相
当
危
険
三
喜
多
要
事
一

書
一
同
年
十
月
二
十
日
迄
に
各
森
林
一
る
日
は
な
い
。
と
の
大
切
な
場
並
習
に
努
力
す
れ
ば
楽
し
く
改
善
一
お
迎
え
し
て
、
愛
媛
県
知
事
、
一
加
賀
尾
季
忍
師
が
当
時
モ
ジ
テ
一
え
ま
た
冷
奴
豆
腐
、
生
菓
子
一
一

言
種
十
日

t
十
五
目
前
巾
四
一
位
合
え
居
出
て
下
さ
い
。
一
所
で
あ
る
べ
き
台
所
が
一
家
の
一
が
出
来
る
も
の
で
す
。
一
関
係
市
町
長
及
び
県
会
議
員
、
一

y
ル
パ
に
於
け
る
勇
士
遠
の
苦
一
き
う
り
も
み
等
は
赤
痢
菌
の
好
一
玉
井
菅
五
郎
四
女
未
子
一

端

間

接

持

事

一

計

ね

各

地

区

森

林

組

合

7
で

一

番

暗

か

っ

た

り

主

主

主

台

所

主

る

と

す

一

灘

間

説

得

法

務

一

詰

震

は

坊

主

適

的

投

球

目

十

注

意

一

十

村

保

治

諸

説

分

子

一

一

三

。

一

っ

た

り

し

て

良

い

の

だ

ろ

う

か

一

E
Kと
ら
わ
れ
る
と
改
善
が
一
も
と
に
、
左
記
順
序

5
4
7も
そ

感

激

に

咽

ぴ

つ

土

い

た

し

ま

せ

ぅ

。

↑

車

交

所

分

一

ホ
首
床
施
肥
量
(
坪
当
)
元
肥
一
;
¥
一
一
苔
ノ
迄
も
無
く
一
番
明
る
く
、
一
出
来
に
く
い
も
の
で
す
か
ら
、
一
後
一
時
厳
か
に
慰
霊
祭
が
執
行
一
後
六
時
過
ぎ
と
ど
と
お
り
な
く
一

O
赤
痢
に
は
確
実
な
予
防
接
種
一
畑
山
伊
佐
夫
長
男
真
一
郎
一

種

五

賞

、

語

去

、

過

一

采

憧

一

霊

的

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

一

明

る

く

便

利

な

台

所

主

主

三

れ

た

。

一

慰

霊

祭

を

終

了

し

た

。

一

が

な

い

安

野

等

二

男

議

一

燐
酸
石
灰
夏
、
木
灰
三
育
一

-r
フ

ネ

7
号

。

一

を

目

標

に

す

れ

ば

空

箱

や

板

等

一

一

誠

一

一

一

弘

純

訟

は

医

科

別

一

0
は

じ

む

は

四

五

回

の

便

還

微

一

大

和

支

所

分

一

肌
十
日
間

r
u段
、

一

時

九

一

菜

種

は

九

月

の

上

中

匂

に

播

一

皆

さ

ん

、

も

う

一

度

自

分

の

一

で

繍

を

造

っ

た

り

金

を

掛

け

な

一

一

、

聖

書

張

礼

拝

了

た

。

一

熱

が

出

る

雌

謀

糊

訪

問

肘

一

起
の
際
石
灰
を
吉
匁
撒
布
耕
一
種
ず
る

0
5、
苦
の
立
密
度
一
家
の
台
所
を
よ
く
注
意
し
て
見
一
く
て
も
出
来
る
部
面
が
た
く
さ
て
ド
ぽ

F
l
1十
4
1ド
1
1十
1
ト

!
?
1
一
0
し

ぶ

り

腹

、

粘

液

、

血

液

便

す

地

主

二

男

匡

一

起

す

る

。

一

に

よ

り

著

し

く

制

約

を

受

け

る

一

て

下

さ

い

。

そ

し

て

家

族

の

全

-

ん

あ

る

も

の

で

す

。

少

し

で

も

一

一

と

な

れ

ば

間

違

な

い

十

一

.

久

保

軍

蔵

五

男

邦

男

一

右
の
三
要
素
成
分
含
量
、
窒
一
か
ら
良
苗
の
育
成
に
当
つ
て
は
一
員
で
家
族
会
議
を
聞
い
て
で
き
一
現
在
よ
り
良
く
な
れ
ば
台
所
改
一
パ

-Y
チ

オ

ン

剤

及

メ

チ

ル

パ

一

ア

チ

一

o一
日
一
つ
の
梅
干
を
た
べ
寺
一
答
岡
康
弘
長
男
英
明
一

素
四

G
、
四
匁
、
燐
酸
四

O
一

特

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

一

一

一

一

赤

痢

菌

は

酸

に

弱

い

↑

西

山

守

二

男

清

利

一

、
五
匁
加
里
五

O
五、

oと
い
。
必
要
以
上
の
霊
拾
を
行
う
一
ぃ
。
議
長
さ
ん
は
各
々
の
意
見
一
蓄
の
目
的
を
達
す
る
事
に
な
り
一
オ
ン
剤
の
取
扱
の
規
則
の
改
正
に
一

O
征
露
丸
(
ク

V-1-ト
丸

中

川

弥

兵

衛

二

男

博

一

一

と

ど

う

し

て

も

間

引

が

遅

れ

勝

一

を

開

い

て

か

ら

結

論

を

出

す

の

一

ま

ず

か

ら

自

分

の

カ

に

応

じ

た

一

一

)

は

腹

の

消

毒

を

す

る

↑

泉

寅

男

長

女

頼

子

一

3

発

芽

の

障

害

と

な

る

事

項

一

と

な

る

か

ら

播

き

方

壮

条

播

か

一

で

す

。

改

善

す

る

事

に

決

定

し

一

改

善

を

し

て

ず

さ

い

。

当

初

設

一

つ

山

ド

て

一

食

後

一

粒

は

健

康

の

も

と

1

一

!

白

滝

支

所

?

一

イ
未
認
叩
時
需
品
粕
類
一
日
臨
時
吋
ド
誌
守
一
た
ら
次
は
其
の
方
法
を
討
議
し
一
計
さ
え
上
手
に
出
来
て
居
れ
ば
一
今
回
パ
ラ
チ
オ
γ
剤
、
メ
チ
三
年
以
下
の
袋
詰
、
五
万
一

0
子
供
の
赤
痢
は
八
割
死
亡

L
精
一
本
郡
次
郎
長
男
浩
司
一

一
第
一
回
の
間
一
れ
は
発
表
明
一
週
一
て
下
さ
い
。
一
三
グ
年
、
五
ヶ
年
と
計
量
画
一
的
に
一
ル
パ
ラ
テ
オ
ジ
剤
の
取
扱
措
置
一
円
以
下
の
罰
金
と
成
り
ま
す
の
一

o一
匹
の
揮
は
八
億
の
菌
を
鼠
…
藤
淵
徳
一
衛
三
女
・
通
子
一

ロ
覆
土
の
厚
過
ぎ
，
Q

時

一

間

位

で

本

葉

が

見

え

始

め

た

時

了

、

設

計

を

す

る

一

少

し

づ

主

改

善

し

て

行

く

の

も

一

が

強

化

さ

れ

ま

し

た

。

主

な

事

一

で

注

意

し

て

下

さ

い

。

九

月

以

一

ぷ

山

峰

勝

義

長

男

清

輝

一

ハ
土
霊
燥
し
固
給
し
て
い
る
一
に
行
い
発
芽
本
数
の
三
分
の
一
一
(
明
る
い
、
便
利
、
労
力
一
一
方
法
で
す
。
尚
設
計
等
に
つ
一
項
は
薬
品
を
個
人
に
売
買
は
出
一
降
に
薬
剤
を
撒
布
し
て
薬
が
残
一

0
患
者
よ
り
保
菌
者
が
怖
い
}
山
科
目
指
長
一
一
れ
一

ニ
古

T不
完

全

種

子

両

一

語

三

日

目

立

す

、

壁

等

書

へ

一

刊

は

普

及

員

に

御

相

談

下

さ

一

ぽ

い

と

詰

顕

一

主

臨

時

程

耕

一

oMM川
辺

諸

統

一

一

切

戸

明

二

男

緊

二

い

た

場

合

一

l
三

寸

平

方

位

の

間

隔

に

す

べ

一

一

一

を

す

る

こ

と

が

出

来

な

く

な

り

一

め

て

保

管

し

て

下

さ

い

。

一

事

の

も

と

ご

V
死

右
の
事
項
を
特
に
注
意
し
て
反
政

j
G
a
g
a
x智
子

同

一

日

付

村

い

し

一

寸

し

た

、

之

に

違

立

ド

!
?
?
A
q
h
y
p
一
0
自
家
療
養
は
危
険
す
ぐ
医

j

実

施

す

る

こ

と

。

一

・

一

一
一

.

、

一

郡

中

学

校

野

球

大

会

一

T
1
1
4
l
f
4』
i
t
一

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

。

※

-

風

景

{

一

-

十

一

※

J
※

う

※

1
※

ち

※

一

長

浜

高

校

長

に

於

て

挙

行

機

鍛

際

紛

鞠

麟

麟

繍

潮

鶴

一

※

菌

※

Q
※

Eι
※

一

一

動

ぷ

一

長

浜

中

対

大

洲

中

が

決

勝

戦

欝

灘

轍

灘

鑓

脳

陣

一

只

-
B
※

※

※

※

※

l
wぷ氷
山
Y
W
A
一

泉

川

町

、

蓄

に

進

み

長

浜

中

が

六

対

二

で

翻
瀦
錨
醐
蹴
輔
期
難
額
融
繍
輪
一

l

k

.

お
け
る
新
町

鰯

繍

鱒

欝

機

鱗

畿

一

七

月

一

子

日

一

七

月

二

十

六

日

を

、

町

及

び

優

勝

し

た

審

議

欝

欝

畿

一

長

浜

町

連

合

婦

人

会

研

修

会

一

町

会

計

駿

査

実

施

一

言

行

っ

た

機

鰍

繍

線

機

織

繍

灘

灘

盛

一

開

催

一

町

監

査

委

員

に

よ

る

会

計

検

鱗

縄

関

鱗

機

織

機

織

魁

一

町

役

場

会

議

室

長

て

会

員

一

査

が

実

施

せ

ら

れ

た

。

今

村

喜

襲

撃

襲

韓

議

議

璽

一

一

二

宮

金

之

助

醸
襲
撃
謹
曙
務
騒
護
一
首
名
以
上
出
席
、
県
社
会
教
育
一
七
月
手
八
日

額

鱒

機

騒

鱗

盤

一

主

事

鎌

田

正

三

先

生

の

「

生

活

一

喜

嘉

町

村

議

会

議

員

研

修

制

作

蜘

話

機

騒

鍛

鱗

繍

鰭

欝

盛

一

改

善

に

関

す

る

講

演

」

あ

り

一

会

開

催

野

総

務

課

長

嶺
殿
髄
離
翻
翻
織
脳
覇
鶴
欝
謹
一
盛
況
裡
に
終
会
し
た
。
一

ぶ

騒

騒

韓

議

鰻

鱗

髄

聾

繍

鞠

題

一

一

七

月

三

十

日

脳

麟

灘

滅

麟

隣

組

簿

繍

醐

盤

一

七

月

二

士

言

一

定

例

町

議

会

開

催

閤

J
A
調

鶴

松

践

際

露

盤

一

一

開

催

線
総
燃
機
繍
繍
繍
灘
鶴
一
農
業
共
済
組
合
合
併
協
議
会
一
七
月
一
一
干
一
日

灘

鱗

響

機

織

鴻

畿

一

開

催

一

郡

町

村

職

員

卓

球

競

技

予

選

，

組

合

長

会

開

鰯
鴎
畿
私
議
選
ぷ
幽
一
町
役
場
会
議
室
に
於
て
、
河
一
会
開
催

機

騒

灘

潟

三

総

ペ

ド

一

番
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来
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八

月

二

十

八

日

松

山

市

於

て

長

浜

地

轍
翻
繍
鰍
徐
々
側
、
総
務4
畿
一
町
内
農
業
共
済
組
合
合
併
に
つ
一
で
行
わ
れ
る
架
下
町
村
職
員

額
機
議
線
機

W
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岐
み
さ
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圭

子

二
守
口
ナ
ワ
エ

岩

城

イ

ク

幸

脇

竹

治

続
問
長
太
郎
ー櫛
生
支
所
分

一

堀

部

誠

堀

部

春

吉

東
山
六
右
衛
門
出
海
支
所
分
-

菊
地
一
一
枝大
和
支
所
分

下

回

利

八

大

津

鈴

雄

中
川
オ
リ
ト

菊
地
百
合
子

武
田
安
太
郎白
滝
支
所
分

一
宮
ク
7

ヨ

岩
弁
喜
三
次

加

藤

弘

午
前
零
時
ご

午
後
十
二
時

八
月
十
六
日

竣
工
検
査
官
来
町

運
輸
省
関
係
の
竣
工
検
査
が

運
輸
省
係
官
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

八
月
十
九
日

農
林
業
指
導
者
協
議
会

長
浜
町
会
議
室
に
お
い
て
、

関
係
者
二
十
数
名
出
席
の
上

九
月
農
林
業
予
定
に
つ
い
て

打
合
を
行
っ
た
。

午
後
十
二
時
と
午
前
零
時
は

通
常
同
時
刻
と
し
て
取
扱
わ
れ

る
が
午
後
十
二
時
は
そ
の
日
の

分
で
午
前
零
時
は
翌
日
の
労
に

な
り
こ
〉
に
一
白
の
差
が
出
て

き
ま
す
。

.
出
生
、
死
亡
等
の
場
合
に
は

こ
の
一
日
の
差
か
ら
権
利
義
務

や
利
害
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

そ
こ
で
戸
籍
取
扱
上
で
は
午

前
ポ
二
時
は
午
後
零
時
、
午
後

十
一
」
時
は
午
前
零
時
と
す
る
こ

と
に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
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